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★スカウト世界基金〈スカウトセカイキキン：Scout Universal Fund〉
1969 年（昭和 44 年）にフィンランドのヘルシンキで開催された第 22 回ボーイス
カウト世界会議で、それまで毎年 2 月 22 日に実施されてきた「世界スカウト友情
の日募金」は、スカウトの関心を高め、成果をより大きなものにするために Scout 
Universal Fundとして、さらに積極的に推進することが決定された。

★スカウト像〈スカウトゾウ〉
ボーイスカウト日本連盟が誕生したゆかりの地、静岡市立城内小学
校正門左側に建てられた像。静岡連盟が今後のスカウト運動に一大
躍進をはかる原動力にしたいと願い、募金運動を進め、その財源で
1972 年（昭和 47 年）11 月 3 日、このスカウト像が建てられた。

★スカウトソング〈Scout Song〉
ボーイスカウトのために作られた歌。
歌はスカウティングとは深いつながりをもっている。例えば、セレモニーの際に歌
う歌は、その場の雰囲気を作り出し、盛り上げてくれるし、全員で歌うことによっ
て全員の心が歌を通して一つになる。疲れたときには、歌は元気を回復させる特効
薬にもなる。歌うことによって、仲間意識も高まり、情操面での効果も高まる。
スカウトに適した歌は「カブスカウト歌集」、「ボーイスカウト歌集」に収録されて
いる。この中のスカウトマークや★印のついた歌は、ボーイスカウト日本連盟が著
作権を所有する歌である。日本連盟需品部ではスカウトソングのレコードやカセッ
トテープを販売しているので利用するとよい。正しく歌うことと共に、楽しく、ま
た心をこめて大きな声で歌うことも大切である。最近、スカウトの口からスカウト
ソングが聞こえなくなったようにも思われるが、まず指導者がスカウトソングをお
ぼえて、集会などに大いに取り入れ、スカウトと共に歌うことが必要である。楽し
そうなスカウトソングの聞こえる隊集会は、スカウトにとって魅力あるプログラム
につながるのではないだろうか。

★スカウト体操〈スカウトタイソウ〉
ベーデンパウエルが著書「スカウティング・フォア・ボーイズ」の中で述べている健康を保
つ体操。特に、深呼吸をして空気を吐き出すときに “Thanks”（ありがとう）と言う。

★スカウトの日〈スカウトノヒ〉
古くは「スカウト週間」として毎年、子供の日を中心とした 1 週間に、全国のボー
イスカウトが集中的に地域社会への奉仕活動を行うことになっていたが、これは第
6 回日本ジャンボリーの時に開催された「全国スカウトフォーラム」で各県連盟の
代表スカウトから「全国的にスカウト奉仕の日を定め奉仕を通じてボーイスカウト
のちかいとおきてを実践する運動を展開しよう」という決議に端を発したものであ
る。この「スカウト週間」は、平成 2 年より、「スカウト奉仕の日」として、敬老の
日の 9 月 15 日に定められ、さらに平成 3 年よりこの全国一斉活動を、将来のより幅
広い展開を目指して「スカウトの日」と、その名称が再び改められた。


